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岩手県における再生有機質資材の現状 と問題点
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生活圏からυ卜出処理されて生 じる各種汚泥や都市ゴミを  る。

資材とした再生有機質資材は,貴重な資源である。       これら資材のうち約 8割が堆月IE4ヒ されない汚泥単体であ

しかし,こ れら資材の農地還元には,含有重金属,有害  り,その大部分はじ尿汚泥を原料としている。次に,形態

物質の蓄積や衛生面など多くの問題がある。本県において  をみると汚泥肥料は泥状で原料由来の臭気が強く,含水率

もこうした再生有投質資材が,特殊肥料として認可,流通  も高いため取り扱い,衛生面に問題が多い。その反面,粗

し農地還元されていることから,土壌汚染及び作物への影  大有機物を添加し堆肥化させた製品は形状,臭気に改善が

響が危倶されるので,流通資材の実態を調査,分析すると  見られ,含水率も低下し,取 り扱い,衛生面で向上してい

共に施用上の問題点を整理し,報告する。         る。
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2)コ ンポス ト製品の成分変動と作物への影響

① 分析期間 昭和55年～62年

② 供試資材 し尿汚泥堆肥

1)供試作物 からし菜
2)試験規模 1/2000α ワグ

ネルボット 3連制
3)施肥量  1-2-1(N― P205
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産出荷量は昭和58年に急増し,以後 1万 ′前後と頭打ち傾

向であるが特殊肥料全体では12～ 13%(62年現在 )を占め
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図 1 再生有機質資材の生産出荷状況

図 2に はこれら資材を種類ごとに区分し,その成分を牛

厩肥と比較して示した。区分間の成分構成は多様であり,

中でもし尿,下水汚泥やその堆肥化物で窒素,リ ン酸,カ

ルシウム,マ グネシウム,亜鉛及び銅の高いことが特徴で

ある。特に,亜鉛, リン酸の高いことは注目される。

表 1 施用試験方法及び区の構成
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は)再生有機質資材の実態及び特性

岩手県における再生有機質資材の生産出荷状況の推移と

特殊肥料登録資材の種類,形態を図 1,表 2に示した。生
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次に,本県のコンポス ト製品の成分変動及び品質を検討

し表 3,4に示した。この結果,重金属濃度の変動は,一

般成分に比べ極めて大きい。また,コ ンポスト製品の作物

への影響を検討した結果,汚泥堆肥とその焼成物を比較す

ると,汚泥堆肥の生育が勝らなかった。その理由として
,

養分過剰,資材に含まれる有機物の分解に伴う阻害物質等

が影響したと考えられた。
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図2 再生有機質資材の成分特性

(牛厩肥 (現物)を 100と した)

12)上壌還元における問題

下水汚泥,し 尿汚泥堆肥及び牛厩肥の一定量をILSと 混

合 しガラス円筒繊維ろ紙で包んで埋設し,その成分の経時

的な推移を調べ ,図 3に示した。し尿,下水両汚泥資材は

牛厩肥に比べ有機物の分解率が高い。また,汚泥の高濃度

成分の土壌富化が施用直後に認められ,以後低下傾向を示

した。しかし,亜鉛,銅は一定レベルを維持 し,溶脱の見

られないことがわかった。

表 4 コンポス ト製品のカラシナの生育
に対する影響
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図3 土壌中における成分の推移
(昭和59年 11月埋設)

0)岩手県では,再生有響質資材として,生産出荷され

る約 8割がコンポス ト化されない製品であり,高濃度成分

の含有,取 り扱い性及び衛生面での改善が必要である。

12)下水,し尿汚泥の成分含有率は高く,中でも亜鉛 ,

リン酸が特に高い。また亜鉛,銅は土壌中で溶脱されにく

いため,資材の施用回数増 ,多投による土壌蓄積が,ら 配ヽさ

れる。

13)コ ンポスト化製品でもその養分濃度の変動が大きく
,

特に,重金属で著しい。また,作物への影響も見られたこ

とから,製品の腐熟度や有害物の有無を確認する必要があ

る。更に,今後は添加有機物の割合やその腐熟方法等の改

善を図り,利用サイドの立場に立って安全に使用できる製

品基準が必要である。

表3 コンポスト製品の成分変動
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初期より生育やや良好
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初期より生青良好
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